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開催告知のお願い 
 

 
2019 年 3月 15 日 

報道関係各位 

一般社団法人日本能率協会 

産業振興センター 
 

 

 
出展募集開始！災害医療・災害対策支援ゾーン・医療×AI・IoT ゾーンも新設 

3 月下旬に中部・西日本エリアで開催概要説明会（無料）を実施 
 

 

一般社団法人日本能率協会（JMA、会長：中村正己）は、一般社団法人日本医療福祉設備協会（以
下、HEAJ、会長：森村潔）と共催で、2019 年 11 月 20 日（水）～22 日（金）の 3 日間、東京ビッグ
サイト（東京都江東区）で、医療福祉機器・設備に関する専門展示会「HOSPEX Japan 2019(ホスペッ
クスジャパン)」を開催します。本展示会は毎年、日本医療福祉設備学会の併設展示会として開催さ
れており、本年で 44 回目を迎える歴史と伝統のある展示会です。同時開催する日本医療福祉設備学
会は本年で 48 回目を迎え、学会長には HEAJ 副会長であり、アイテック株式会社 取締役常務執行役
員の石田信之氏が務めます。 
また、本年は新たに、近年発生が増えている「災害」に対して、非常時に医療機関が機能するため

に必要な製品・サービスを集めた「災害医療・災害対策ゾーン」、ならびに、医療現場への活躍が期
待されている AIや IoT、IT を集めた「医療×AI／IoT ゾーン」を新設します。 
さらに、前回、初開催した同時開催展である、JMA カラダ改善プロジェクト（予防医療に繋がるス

ポーツヘルスケア分野の「メディスポ」、早期発見と生活習慣予防を支援する「健康診断・健康管理
EXPO」、睡眠に特化した「ぐっすり EXPO」）は、昨今の健康ブームもあり、ご好評いただきました。そ
こで、今回は新たに代謝を上げて健康力を高める「温活 EXPO」、からだの中から健康促進を支援する
「カラダ食品改善展」、アレルギーによるストレスのない生活を支援する「アレルギー対策展」を追
加し、スケールアップして開催します。 
現在、出展申込を受付中。出展ブース料が割引になる早期申込の締切が 5月 31 日（金）、通常出展

申込の締切が 7月 31 日（水）。お申し込みは日本能率協会（TEL：03-3434-1988）まで。 
 
 
◆中部・西日本エリア：開催概要説明会のご案内 
展示会の出展募集開始にあたり、出展募集概要や本展の前回の様子、今年のゾーンを解説するに加え、
日本能率協会が長年、展示会を主催することで蓄積してきた展示会の効果的な出展方法や展示のコツ
なども合わせて説明する開催概要説明会を中部・西日本エリアで初開催。参加料はいずれも無料。 
 
・博多会場 
日時：2019 年 3月 20 日（水）16:00～17:30 
会場：TKP ガーデンシティ博多駅筑紫口前 
（〒812-0013 福岡県福岡市博多区博多駅東 1-12-3 サンライフホテル 2・3） 
 
・名古屋会場 
日時：2019 年 3月 26 日（火）16:00～17:30 
会場：日本能率協会 中部事務所 研修室 
（〒450-0002 名古屋市中村区名駅４丁目 26番 25 号 メイフィス名駅ビル 6階） 
 
・大阪会場 
日時：2019 年 3月 27 日（水）16:00～17:30 
会場：日本能率協会 関西オフィス 研修室 
（〒530-0001 大阪市北区梅田 2-2-22 ハービス ENT オフィスタワー19 階） 

 

【本件に関する問い合せ先】 一般社団法人日本能率協会 産業振興センター内 

HOSPEX Japan／JMA カラダ改善プロジェクト 事務局（担当：武石、工藤、草柳） 

〒105-8522 東京都港区芝公園 3-1-22 TEL: 03-3434-1988/FAX: 03-3434-8076 E-mail : hospex@jma.or.jp 

※取材のお問い合せは、広報室（TEL：03-3434-8620、担当：斎藤・川村）へお願いいたします。 

N e w s  L e t t e r 
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◆開催概要                                                                                   
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■展示予定規模：約 350 社、650 ブース 

■来場予定者数：17,000 人 

 

 

◆新規ゾーン・新規展のご紹介 
 

HOSPEX Japan 新規ゾーン①災害医療・災害対策ゾーン 

災害発生時の特殊な状況下で、迅速かつ安定的な医療体制を維持することが求められています。明日にで

も起こりうるさまざまな身近な災害に対して、非常時に医療機関が機能するために必要な製品・サービス

ゾーンを新設します。 

【出展対象】 

○医療継続・ライフライン確保 

非常用電源、発電機、蓄電システム、太陽光発電、非常用医療ガス、投光器、ライト、非常用水、 

受水槽、ろ過装置 

○安全・減災対策 

耐震・免震装置、製品、液状化・地盤沈下対策、転倒防止器具 

○患者受入対応 

非常用食料品、簡易ベッド、仮設テント、感染症対策、災害用トイレ、仮設トイレ、救助用品、 

外国人対応製品、物流、運搬方法提案、医療器材搬送ドローン、救急医療連携システム 

○非常用通信 

Wi-Fi、通信キャリアサービス、デジタル無線、IP無線、衛星携帯電話、緊急通報システム、 

セキュリティ対策 

○BCP 対策マニュアル策定 

BCP 対策コンサルティング、BCP 防災事例 

 

HOSPEX Japan 新規ゾーン②医療×AI/IoT ゾーン 

医療現場へ「AI/IoT」の活用が大きく期待されています。データ蓄積活用や、業務効率化につながるサー

ビスを提供する AI/IoT 技術。HOSPEX Japan では、医療の安心、安全を担保しつつ医療現場を支援する製

品・サービスに関するゾーンを新設します。 

【出展対象】 

AI 問診・診断・予防支援、画像診断支援、手術支援、医療・健康データの集積、分析、利活用支援、 

遠隔医療システム、電子カルテ、クラウドサービス、文献検索、VR・AR 技術、ウェアラブル端末、 

センサーロボット、見守りシステム・サービス など、次世代医療を担うテクノロジー 

 

 

HOSPEX Japan 2019 

■主催：一般社団法人日本医療福祉設備協会、一般社団法人日本能率協会 

■会期：2019 年 11 月 20 日（水）～22 日（金）10:00～17:00 

■会場：東京ビッグサイト 西展示棟 

■構成展示会：病院設備機器展、介護・福祉設備機器展、病院福祉給食展、 

医療・福祉機器開発テクノロジー展、ホスピタルサウンドソリューション展、 

 集中展示コーナー：「災害医療・災害対策ゾーン」「医療×AI・IoT ゾーン」 

■来場対象：病院、福祉・介護施設の経営者、医療従事者、施設管理部門責任者、建築・設計士、栄養

士、医療機器メーカー開発担当者 他 

JMA カラダ改善プロジェクト 
■主催：一般社団法人日本能率協会 

■会期：2019 年 11 月 20 日（水）～22 日（金）10:00～17:00 

■会場：東京ビッグサイト 西展示棟 

■構成展示会：第 2回メディスポ、第 2回健康診断・健康管理 EXPO、第 2回ぐっすり EXPO～良質睡眠

推進展～、第 1回温活 EXPO、第 1回カラダ改善食品展、第 1回アレルギー対策展  

■来場対象：病院、福祉・介護施設の経営者、医療従事者、栄養士、小売、サービス、ヘルスケア関連

メーカー開発担当者 他 
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カラダ改善プロジェクト「第 1回 温活 EXPO」 

健康を維持してくれる免疫力は体温が下がると低下することがわかっています。また実際に体温は下がっ

ていなくても「冷え」を感じることによって体の調子が悪くなってしまう人も少なくありません。温活 EXPO

では、体温の低下・カラダの冷えを改善し、代謝・免疫力を上げて健康促進するための、カラダを芯から

あたためる製品・サービスの出展を募集します。 

【出展対象】 

・健康、美容関連  ・温浴関連、設備、機器  ・温感マッサージ関連  ・漢方  ・原材料・成分 

・特殊素材 ・あったか家電 ・あったかグッズ ・温感寝具、布団、毛布、ブランケット 

 

カラダ改善プロジェクト「第 1回 カラダ改善食品展」 

健康を保つためには、私達のカラダに直接入る“食”は重要な役割を果たします。生活者も病気の予防意

識が高まり、健康ブームも加わり食に対する意識が高まっています。また、機能性表示食品をはじめ、健

康と食の研究も様々なところで進められています。カラダ改善食品展では、健康や栄養管理につながる食

品や飲料、原材料などを一堂に集め、食を通じて国民の健康維持を支援します。 

【出展対象】 

・健康食品、健康ドリンク  ・機能性表示食品  ・特定保健用食品 

・血行促進、代謝促進、免疫力アップ、疲労回復などカラダの改善につながる調味料、香辛料、加工食品、 

 農産物・農産物加工品、茶・紅茶・コーヒー・ハーブ など 

 

カラダ改善プロジェクト「第 1回 アレルギー対策展」 

年々拡大しているアレルギー対策市場。『アレルギーへの配慮をしているか、どうか』は、消費者の購買決

定に大きく影響します。競争力のある売り場づくりや商品開発に、『アレルギーへの配慮』は欠かせません。

様々なアレルギーに対応した製品・サービスが幅広く求められています。アレルギー対策展では、「アレル

ギー予防・対策」で課題解決を目指すプロを呼び込み 出展製品・サービス・ソリューションとのマッチン

グを促進します。 

【出展対象】 

アレルギー対策・配慮製品 

■食品関連 

・アレルギーフリーの食品、アレルギーレス食品、代替原料、素材、業務用食品 

■ハウスダスト・シックハウス関連 

・アレルギー配慮製品（建材・内装材・ファブリックなど）  ・繊維素材  ・空気清浄器 

・アレルゲン除去、クリーニング  ・除菌  ・清掃 

■動物関連 

・ペットグッズ  ・ペットフード  ・シャンプー、トリミング製品 

■その他 

・アレルギー配慮製品（化粧品、金属、洗剤など）  ・代替や対策製品  ・代替・対策素材、原料 

・各種療法／体質改善  ・抗体 

 

各種アレルギー症状検査・測定 

・各種検査機器  ・在宅検査キット 

周辺関連製品 

・包材 ・容器 ・アレルギー表示サイン ・関連情報提供サービス  など 

 

特集ゾーン 花粉症予防・対策ゾーン 

花粉症予防・対策グッズ（マスク、メガネ、ティッシュ、掃除グッズ、アロマ関連グッズ、など） 

花粉症薬（目薬、点鼻薬、市販薬 など） 

花粉症予防・対策食品（飲料／食品、ヨーグルト、サプリメント、など） 

花粉量測定、通知サービス（測定機器、アプリ、通知サービス、など） 

 

 

以上 


